
 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：多文化社会の異文化「終活」を考えるセミナー 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：山本 理絵（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 教授） 

4. 主  催：生涯発達研究所・多文化共生研究所 

5. 共  催：あいち多文化ソーシャルワーカーの会、外国人高齢者と介護の橋渡しプロ 

ジェクト、多文化ソーシャルワーク・ムーブメント（TSM） 

6. 開催日時：令和 2 年 7 月 11 日（土） 13：30～16：30 

7. 会  場：オンライン（Zoom ミーティング）  

8. 登 壇 者： 

〈ブラジルの場合〉 

大島ヴィルジニア・ユミ 氏（ブラジリアンコミュニティ通訳ｻﾎﾟｰﾄの会） 

〈インドネシアの場合〉 

  ラッフマ・クマラ・デウィ 氏（日本インドネシア家族勉強会） 

〈中国の場合〉 

  王榮氏（あいち多文化ソーシャルワーカーの会） 

9. 参加者数：50 名（一般） 

                 

【概 要】                【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県における外国人の「終活」に関す

る取組について愛知県多文化共生推進室

から報告され、在日外国人の「終活」事情

としてブラジル、インドネシア、中国の事

情について報告された。 

最後のディスカッションでは、国籍・地

域・文化・宗教・世代等による「終活」の

考え方の多様性と共通性に関心を持たれ

た方が多く、活発な討論がなされた。 



 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：発達障がいフォーラム ウィズコロナ時代の子育てを考える 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：三山 岳（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 准教授） 

4. 主  催：生涯発達研究所 

5. 開催日時：令和 2 年 8 月 21 日（金） 13：30～15：30 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：荒井 聡 氏 

（豊島区保育園巡回相談アドバイザー 

／元駒沢学園駒沢女子短期大学保育科 非常勤講師） 

8. 参加者数：30 名（一般） 

                

  

【概 要】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師の荒井氏からは「ウィズコロナ時代に

おいて、保育環境は大きく変わったように

も感じるが、発達障がいのある子どもにと

って必要なことは子どもにとってリアル

な人どうしの関係があるかが重要である。

子育て環境との相互作用を紡ぎだすため

に保護者と保育者が共同して子どもの発

達を支えていくことがウィズコロナ時代

にはますます大切である」ということが講

演で語られた。 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：連続セミナー「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」 

第１回「地域で支える医療・保健衛生」と多文化共生 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：小池 康弘（愛知県立大学外国語学部ﾖｰﾛｯﾊﾟ学科ｽﾍﾟｲﾝ語圏専攻 教授） 

4. 主  催：多文化共生研究所 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター・ＮＰＯ法人 地域と協同の研究センター 

6. 開催日時：令和 2 年 8 月 23 日（日） 13：00～16：30 

7. 会  場：オンライン（Zoom ミーティング） 

8.  講  師：早川 純午 氏（名南ふれあい病院 医師） 

9.  登 壇 者：高田 弥生 氏（アジア保健研修所） 

      岩本 里美 氏（JA 愛知厚生連 足助病院 看護師） 

10. 司  会：神田 すみれ（愛知県立大学多文化共生研究所 研究員） 

11. 参加者数：23 名（一般） 

                

【概 要】            

〔基調講演〕社会的決定要因と多文化共生 

講師：早川 純午 氏（名南ふれあい病院 医師） 

〔事例報告〕 

・「４A１Qな地域ヘルスケアシステムづくり フィリピン リサール州タナイ町」 

高田 弥生 氏（アジア保健研修所） 

・「地域における住民の支え合いと健康づくりの取り組み」 

岩本 里美 氏（JA 愛知厚生連 足助病院 看護師） 

〔パネルディスカッション〕 

樋口 倫代 氏（Bridges in Public Health 代表）による進行のもと、講師・登壇者と参

加者で意見交換がされ、議論が深められた。 

 

【セミナー運営の様子】          【セミナー運営の様子】 



令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：愛知県立大学公開シンポジウム「世界展開する海外日本研究者に学ぶ」 

     大航海時代のキリシタン文学―グローバル社会の形成に果たした日本の役割― 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

4. 主  催：日本文化学部 

5. 開催日時：令和 2 年 10 月 14 日（水） 14：00～17：00 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 講  師：パトリック・シュウェマー 氏（武蔵大学人文学部 准教授） 

8. パネリスト：南郷 晃子 氏（神戸大学国際文化研究推進センター 協力研究員） 

     服部 光真 氏（元興寺文化財研究所 研究員） 

9. コメンテーター：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

10. 参加者数：157 名（一般） 

                 

【概 要】              

 

 

 

 

                    

                    【チラシ】 

 

 

 

 

 

【シンポジウムの様子】 

 

 

 

 

 

〔基調講演〕 

排耶書に見られるキリシタン知識の伝承 否定という受容 

パトリック・シュウェマー氏（武蔵大学人文学部 准教授） 

 〔シンポジウム〕 

『吉利支丹物語』へのアプローチ 

     ―「異」を読む、「異」から読む 

三宅宏幸准教授（愛知県立大学日本文化学部）による

司会のもと、パネリストからの報告後、講師・コメン

テーターとともに江戸時代初期の「異」文化への、あ

るいは「異」文化からの視点について議論した。 

 



令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：学習・生活支援事業の論点：教育と福祉の〈協調〉と〈対立〉 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：野田 博也（愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科 准教授） 

4. 主  催：生涯発達研究所 

5. 開催日時：令和 2 年 10 月 28 日（水） 13：00～15：00 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー）  

7. 登 壇 者：山田 恭平 氏（特定非営利活動法人 こどもＮＰＯ 副理事長） 

     大貫 守（愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科 准教授） 

     野田 博也（愛知県立大学教育福祉学部社会福祉学科 准教授） 

     寺谷 直輝（愛知県立大学人間発達学研究所博士後期課程） 

8. 参加者数：60 名（一般・学生） 

                

  

【概 要】  

本講座では、「学習・生活支援事業の論点：教育と福祉の〈協調〉と〈対立〉」をテーマと

して、愛知県名古屋市で当該事業を担いながら積極的に社会的発信を行う団体の職員（役

員）による現場報告をもとに、当該事業の制度・政策状況の解説、障害を抱える者の学習・

教育に関わる実践報告を踏まえ、教育と福祉にまたぐ論点について議論を深めた。 

 

【講座運営の様子】 



 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：愛知県立大学国際関係学科「旅の写真展」 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：亀井 伸孝（愛知県立大学外国語学部国際関係学科 教授） 

4. 主  催：愛知県立大学国際関係学科「旅の写真展」実行委員会 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター 

6. 開催日時：令和 2 年 11 月 3 日（火）～11 月 30 日（月） 

7. 会  場：名古屋市営地下鉄「東山公園」駅コンコース 

                

【概 要】            

国際関係学科 2-3 年次選択専門科目「プロジェクト型演習 A: 写真・映像による調査と表

現」の履修生を中心に、学科学生有志の参加を得て、毎年秋の恒例の写真展を実施した。

新型コロナウィルス感染症の流行で、留学や旅行がしにくい時期に当たったものの、手持

ちの写真の中から自信作を持ち寄り、また、国内の近隣地域での撮影活動を進めることに

よって、今回の企画が実現した。最終的に、21 人による 7 か国（日本、フィリピン、ベト

ナム、タイ、チェコ、メキシコ、オーストラリア）で撮影された作品 52 点を公開展示し

た。 

 

【写真展の様子】              【集合写真】 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：和装本講座 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：中根 千絵（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

4. 主  催：日本文化学部 

5. 開催日時：令和 2 年 11 月 4 日（水） 14：00～17：00 

6. 会  場：長久手キャンパス 小ホール  

7.  講  師：林 知左子 氏（愛知県西尾市岩瀬文庫） 

8. 参加者数：23 名（一般・学生） 

                 

【講師による説明】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者と完成した和装本】 



 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：連続セミナー「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」 

第２回「With コロナ」時代の労働市場と外国人材の育成 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：小池 康弘（愛知県立大学外国語学部ﾖｰﾛｯﾊﾟ学科ｽﾍﾟｲﾝ語圏専攻 教授） 

4. 主  催：多文化共生研究所 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター 

6. 開催日時：令和 2 年 11 月 8 日（日） 13：30～16：30 

7. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー） 

8.  講  師：本庄 俊和 氏（愛知県政策企画局国際課 課長補佐） 

9.  登 壇 者：阿部（董） 夢（愛知県立大学多文化共生研究所 客員共同研究員） 

      上田 崇仁 氏（南山大学人文学部日本文化学科 教授） 

      CAO THO（カォ トー） 氏（星城大学経営学部） 

      川田 成良 氏（中央工機株式会社人事部 部長） 

10. 参加者数：16 名（一般） 

                

【概 要】            

〔基調講演〕愛知県の留学生施策～留学生の地域定着・活躍促進を目指して～ 

講師：本庄 俊和 氏（愛知県政策企画局国際課 課長補佐） 

〔事例報告〕・「留学生の進路調査の結果とコロナ禍による就職活動への影響」 

阿部（董） 夢（愛知県立大学多文化共生研究所 客員共同研究員） 

・「これからの日本語教員養成・日本語教師が担う役割」 

上田 崇仁 氏（南山大学人文学部日本文化学科 教授） 

・「コロナ禍を経験した私の日本での就職活動」 

CAO THO（カォ トー） 氏（星城大学経営学部） 

・「労働市場の変化と外国人材に期待すること」 

川田 成良 氏（中央工機株式会社人事部 部長） 

〔パネルディスカッション〕 

阿部夢氏による進行のもと、講師・登壇者と参加者で意見交換がされ、議論が深められ

た。 

【セミナー運営の様子】 



 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：令和２年度 第１回 愛知県立大学 世界史セミナー 

     「第一次世界大戦とヨーロッパ東部地域の再編」 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：久田 由佳子（愛知県立大学外国語学部英米学科 教授） 

4. 主  催：愛知県立大学世界史研究会 

5. 開催日時：令和 2 年 11 月 14 日（土） 16：00～18：00 

6. 会  場：サテライトキャンパス／オンライン（Zoom ウェビナー） 

7.  講  師：安井 教浩 氏（常磐短期大学 教授） 

8. 参加者数：29 名（一般）（サテライトキャンパス：9 名 Zoom：20 名） 

                 

【セミナーの様子】              【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：国際 HAIKU プロジェクト 詩人と俳句―俳句と詩のバイリンガリズム 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：宮崎 真素美（愛知県立大学日本文化学部国語国文学科 教授） 

4. 主  催：文字文化財研究所 

5. 開催日時：令和 2 年 11 月 23 日（月・祝） 13：30～15：30 

6. 会  場：オンライン（Zoom ミーティング）  

7.  講  師：九里 順子 氏（宮城学院女子大学 教授） 

8.  コメンテーター：坪井 秀人 氏（国際日本文化研究センター 教授） 

         宮崎 真素美（愛知県立大学文字文化財研究所 所長） 

9. 参加者数：133 名（一般・学生） 

                 

【概 要】               【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ディスカッションの様子】 

〔基調講演〕 

トレイニングと扉――克衛・犀星・夕爾 

九里 順子 氏（宮城学院女子大学 教授） 

〔ディスカッション〕 

講師とコメンテーターによる三者による

討議を展開した。 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：第３回 県大国際セミナー ２０２０年の世界情勢 新型コロナと世界 

2. 事業種別：主催 

3. 申 請 者：奥野 良知（愛知県立大学外国語学部ﾖｰﾛｯﾊﾟ学科ｽﾍﾟｲﾝ語圏専攻 教授） 

4. 主  催：愛知県立大学地域連携センター 

     （OKB 大垣共立銀行との「産学連携に関する協定」に基づく連携事業） 

5. 開催日時：令和 2 年 11 月 29 日（日） 13：00～15：15 

6. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー） 

7. 登 壇 者：加藤 直人 氏（中日新聞・東京新聞 論説委員） 

             伊藤 健太郎 氏（OKB 大垣共立銀行 海外事業推進部 調査役） 

             鮎京 正訓（愛知県公立大学法人 理事長） 

       奥野 良知（愛知県立大学外国語学部ﾖｰﾛｯﾊﾟ学科ｽﾍﾟｲﾝ語圏専攻 教授） 

       奥田 泰広（愛知県立大学外国語学部英米学科 准教授） 

8. 司  会：鈴木 隆（愛知県立大学外国語学部中国学科 准教授） 

9. 参加者数：56 名（一般）       

           

【セミナーの様子】             【チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

               

 

 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：虐待防止・対応セミナー 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：山本 理絵（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 教授） 

4. 主  催：愛知県立大学生涯発達研究所 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター 

6. 開催日時：令和 2 年 12 月 4 日（金） 14：00～16：00 

7. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー） 

8.  登 壇 者：葛西 耕介（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科 准教授） 

      水野 みち代 氏・酒井 多輝子 氏（SSW） 

      高木 敦子 氏（瀬戸市発達支援室長）       

      梅山 佐和 氏（東京学芸大学教育学部 講師） 

9. 参加者数：50 名（一般・学生）                

                       

【概要】                             【チラシ】 

〇「チーム学校」とは   

葛西 耕介 准教授（愛知県立大学教育福祉学部教育発達学科） 

〇連携協議会関係機関とスクールソーシャルワーカーの連携  

・瀬戸市におけるスクールソーシャルワーカー   

水野 みち代 氏（SSW）  

・要保護対策地域連携協議会について         

高木 敦子 氏（瀬戸市発達支援室長）  

・関係機関とスクールソーシャルワーカーとの連携 

  酒井 多輝子 氏（SSW）  

・スクールソーシャルワーカーが要対協メンバーとなって良かったこと     

〇子どもの育ちを支えるつながり～チーム学校とスクールソ－シャルワーカー 

  梅山 佐和 講師（東京学芸大学教育学部） 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：《災害と文化財》シリーズ５周年シンポジウム 

「地域の文化財ネットワークを考える―瀬戸・長久手・豊田エリア―」 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：大塚 英二（愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科 教授） 

4. 主  催：愛知県立芸術大学・愛知県立大学日本文化学部 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター 

6. 開催日時：令和 2 年 12 月 6 日（日） 13：00～15：30 

7. 会  場：Ｓ201／オンライン（Zoom ウェビナー） 

8.  講  師：村田 眞宏 氏（豊田市美術館 館長） 

9.  発 表 者：大塚 英二（愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科 教授） 

      阪野 智啓（愛知県立芸術大学美術学部日本画専攻 准教授） 

10. 討論会座長：北田 克己（愛知県立芸術大学文化財保存修復研究所 所長） 

11. 参加者数：82 名（一般・学生）（Zoom：57 名 会場：25 名） 

 

【概要】                   【チラシ】 

〈基調講演〉災害にそなえる 情報とネットワーク 

 村田 眞宏 氏（豊田市美術館 館長） 

〈２大学取組み発表〉 

大塚 英二（愛知県立大学日本文化学部歴史文化学科 教授） 

阪野 智啓（愛知県立芸術大学美術学部日本画専攻 准教授） 

〈討論会〉地域ネットワークと大学の関わり 

北田 克己 所長（愛知県立芸術大学文化財保存修復研究所）を 

座長に村田氏、大塚教授による討論会のあと、質疑応答では参 

加者から様々な質問・意見が寄せられた。 

 

 
【シンポジウムの様子】 



 

 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：インドネシア現地経済事情講習会 

～新型コロナ禍のインドネシア経済とオムニバス法～ 

2. 事業種別：主催 

3. 申 請 者：小座野 八光（愛知県立大学外国語学部中国学科 准教授） 

4. 主  催：愛知県立大学地域連携センター 

5. 共  催：東南アジア学会 

6. 開催日時：令和 2 年 12 月 11 日（金） 18：30～20：10 

7. 会  場：オンライン（Zoom ウェビナー） 

8.  講  師：松井 和久 氏（愛知県立大学客員共同研究員） 

9. 参加者数：31 名（一般）                

 

 

 

【講習会の様子】               【チラシ】 



 

 

令和２年度 地域連携事業 実施結果 

 

1. 事業名称：連続セミナー「多文化共生を促進する地域・社会的連携の取り組み」 

第３回「障害者権利条約と多文化共生」 

2. 事業種別：共催 

3. 申 請 者：小池 康弘（愛知県立大学外国語学部ﾖｰﾛｯﾊﾟ学科ｽﾍﾟｲﾝ語圏専攻 教授） 

4. 主  催：多文化共生研究所 

5. 共  催：愛知県立大学地域連携センター・ＮＰＯ法人 地域と協同の研究センター 

6. 開催日時：令和 2 年 12 月 20 日（日） 13：00～16：30 

7. 会  場：オンライン（Zoom ミーティング） 

8. 講  師：鈴木 清覺 氏（社会福祉法人ゆたか福祉会 理事長） 

9.  報 告 者：篠原 豊郷 氏（社会福祉法人ゆたか福祉会 生活サポートセンター名倉） 

      アンドレア・カールソン（愛知県立大学外国語学部国際関係学科 准教授） 

      宇川 賢彦 氏（社会福祉法人ゆたか福祉会 事務長） 

10. 司  会：神田 すみれ（愛知県立大学多文化共生研究所 研究員） 

11. 参加者数：68 名（一般） 

                

【概 要】            

〔基調講演〕鈴木 清覺 氏「社会的決定要因と多文化共生」 

〔事例報告〕 

・篠原 豊郷 氏「重度心身障がいのある児童の学ぶ権利と地域の役割」 

・アンドレア・カールソン准教授「多様な背景やアイデンティティを持つ子ども・若者

のメンタルヘルスと受け入れ社会におけるウェルビーイング」 

〔パネルディスカッション〕 

講師・報告者に金城ナヤラ ナツミ氏（ブラジル友の会 理事）が加わり、参加者で意見

交換がされ、議論が深められた。 

〔取組報告〕 

 宇川 賢彦 氏「ベトナム・フエでの人材交流と提携の取組」 
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